
東湖園グループの由来 

藤田東湖は文化３年常陸水戸に生まれる。幼名武次郎、後、

虎之助、誠之進と称す。諱は彪、字は斌卿、東湖は号であ

る。改革派の中心人物で、徳川斉昭の片腕として活躍する。

しかし、江戸小石川藩邸で安政の大地震に遭い圧死する。こ

の時一旦庭に避難した東湖は、火の元を消そうと屋敷内に戻

った母を助けようと、再び邸内に入り、落下した鴨居の下敷

きになった。 

その母思いの東湖の志を、医療・福祉に生かし、地域発展の

一躍を担うべく、東湖の名を頂きました。 

 

東湖園の沿革 

昭和 62年 06 月 17 日   社会福祉法人東湖園設立 

昭和 63年 05 月 24 日   特別養護老人ホーム東湖園（従来型）開設（定員 50名） 

平成 05年 12 月 01 日   通所介護センター東湖園開設（定員 15 名） 

平成 06年 08 月 01 日   在宅介護支援センター東湖園開設 

平成 09年 04 月 01 日   ショートステイ棟増床（定員 10 名） 

平成 11年 08 月 01 日   在宅介護支援センターせせらぎ 開設 

平成 09年 04 月 01 日   ショートステイ棟増床（定員 10 名） 

平成 11年 09 月 30 日   居宅介護支援事業所東湖園開設 

平成 12年 03 月 01 日   訪問給食事業開始 

平成 12年 10 月 01 日   通所介護センター東湖園定員変更（定員 30名） 

平成 13年 06 月 01 日   配食サービス事業開始 

平成 14年 06 月 24 日   高齢者グループホーム百歳万歳開設（定員 9名） 

平成 16年 04 月 01 日   あかつき保育園開設（定員 60 名） 

平成 17年 01 月 30 日   特別養護老人ホーム東湖園（ユニット型）開設（定員 40

名） 

平成 18年 04 月 01 日   介護予防事業 開始 

平成 24年 04 月 01 日   高齢者グループホーム百歳万歳増床（定員 18 名） 

平成 26年 04 月 01 日   あかつきキッズクラブ開設 

 

 



 

 

区分 内容 

入職促

進に向

けた取

組 

 法人や事業所の経営理念やケア方針・人材育成方針、その実現のための施

策・仕組みなどの明確化 

 事業者の共同による採用・人事ローテーション・研修のための制度構築 

 他産業からの転職者、主婦層、中高年齢者等、経験者・有資格者等にこだ

わらない幅広い採用の仕組みの構築 

 職業体験の受入れや地域行事への参加や主催等による職業魅力度向上の取

組の実施 

資質の

向上や

キャリ

アアッ

プに向

けた支

援 

 働きながら介護福祉士取得を目指す者に対する実務者研修受講支援や、よ

り専門性の高い介護技術を取得しようとする者に対する喀痰吸引、認知ケ

ア、サービス提供責任者研修、中堅職員に対するマネジメント研修の受講

支援等 

 研修の受講やキャリア段位制度と人事考課との連動 

 エルダー・メンター（仕事やメンタル面のサポート等をする担当者）制度

等導入 

 上位者・担当者等によるキャリア面談など、キャリアアップ等に関する定

期的な相談の機会の確保 

両立支

援・多

様な働

き方の

推進 

 子育てや家族等の介護等と仕事の両立を目指すための休業制度等の充実、

事業所内託児施設の整備 

 職員の事情等の状況に応じた勤務シフトや短時間正規職員制度の導入、職

員の希望に即した非正規職員から正規職員への転換の制度等の整備 



 有給休暇が取得しやすい環境の整備 

 業務や福利厚生制度、メンタルヘルス等の職員相談窓口の設置等相談体制

の充実 

腰痛を

含む心

身の健

康管理 

 介護職員の身体の負担軽減のための介護技術の修得支援、介護ロボットや

リフト等の介護機器等導入及び研修等による腰痛対策の実施 

 短時間勤務労働者等も受診可能な健康診断・ストレスチェックや、従業員

のための休憩室の設置等健康管理対策の実施 

 雇用管理改善のための管理者に対する研修等の実施 

 事故・トラブルへの対応マニュアル等の作成等の体制の整備 

生産性

向上の

ための

業務改

善の取

組 

 タブレット端末やインカム等の ICT活用や見守り機器等の介護ロボットや

センサー等の導入による業務量の縮減 

 高齢者の活躍（居室やフロア等の掃除、食事の配膳・下膳などのほか、経

理や労務、広報なども含めた介護業務以外の業務の提供）等による役割分

担の明確化 

 5S 活動（業務管理の手法の 1つ。整理・整頓・清掃・清潔・躾の頭文字を

とったもの）等の実践による職場環境の整備 

 業務手順書の作成や、記録・報告様式の工夫等による情報共有や作業負担

の軽減 

やりが

い・働

きがい

の醸成 

 ミーティング等による職場内コミュニケーションの円滑化による個々の介

護職員の気づきを踏まえた勤務環境やケア内容の改善 

 地域包括ケアの一員としてのモチベーション向上に資する、地域の児童・

生徒や住民との交流の実施 

 利用者本位のケア方針など介護保険や法人の理念等を定期的に学ぶ機会の



提供 

 ケアの好事例や、利用者やその家族からの謝意等の情報を共有する機会の

提供 

【見える化要件】【新加算Ⅰ・Ⅱ、Ⅴ（1）～（7）・（9）・（10）・（12）、旧特定Ⅰ・Ⅱ】 

・実施する周知方法について、チェックをすること。なお、令和６年度中の見込でも差支

えない。 

ホーム

ぺージ

への掲

載 

 職場環境等要件の 24項目のうち、実施する取組項目の「介護サービス情

報公表システム」（「事業所の特色」欄）での選択 

 職場環境等要件の 24項目のうち、実施する取組項目の自社のホームペー

ジへの掲載 

 


